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1例えば、技術予測国際コンファレンス（2000年３月東京）, Helsinki Conference on "Foresight at Crossroads",
2これらの中でよく知られているものとして技術予測プログラム（英国1993年）、ドイツ予測プログラム、






































































・1/22 Mr. Tim Besley & Dr. Peter Cook：豪州技術科学・工学アカデミー会長／同国際協力委員長
・2/ 6 Dr. Laudeline Auriol：OECD科学技術工業局経済分析統計課アドミニストレータ
・2/ 7 Dr. Mitch Halpern：SRI Consulting Business Intelligence 主席コンサルタント
・2/12 Prof. Giorgio Sirilli：イタリア全国研究会議科学研究・ドキュメンテーション研究所教授（OECD/NESTI議長）
○講演会・コンファレンス
・1/22 「産学官連携の強化：海外の経験及び日本との関連」




Dr. Mitch Halpern：SRI Consulting Business Intelligence 主席コンサルタント
・2/15 「機能性食品の研究開発の動向と特定保健用食品」
斎藤 衛郎：独立行政法人 国立健康・栄養研究所 食品機能研究部長
編集後記
ソルトレークシティで冬季オリンピックが開催されています。長野の時に比べると、あまり放送されないようですが、昨年後半からは暗い
ニュースが多かったので、この辺で明るい話題に恵まれるといいですね。
日本人選手の方はもちろん、海外選手の方の活躍も期待しています。（ａ）
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